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博多港物流ＩＴシステム（ＨｉＴＳ） 

 

我が国でも、港湾ＩＴシステムを導入する港湾が増加しているが、そのような港湾ＩＴシステ

ムの先駆けの一つと言える「博多港物流ＩＴシステム（ＨｉＴＳ）」について、管理・運営主体と

なっている博多港ふ頭株式会社に取材を行ったので、その概要を港湾レポートとして紹介する。 

 

Ⅰ．開発の経緯と目的 

Ⅰー１．導入のきっかけ（目的） 

1990年頃から増加し始めた博多港のコンテナ貨物量は、1993年（平成5年）に20万ＴＥＵ、香

椎コンテナターミナルが全面的に完成した翌年の1998年（平成10年）に36万ＴＥＵへと急増し

た。これにともない、ゲート通過に３時間待ちが常という慢性的なゲート混雑に陥り、荷主等

からのクレームが大きくなるという状況が発生した。 

荷役機器の増車やゲートオープン時間の延長（昼休みの対応を含む）、ヤードの拡張、ターミ

ナル外施設での貨物の一時保管など、ハード面や運用面での対策を講じたものの、目立つほど

の解消にはつながらなかった。そこで、混雑要因の分析を行ったところ、約１割の貨物（一日

あたり600台の貨物搬出入トレーラーのうち、60台）に、下記のような「情報の共有化不足によ

る混雑要因」があり、これが全般的な混雑を引き起こしている可能性が高いことが判明したと

いう。 

①輸入コンテナを引き取りにきたものの、貨物の搬出許可が下りておらず、ゲート前で許可を

待つ行列ができた。＜→引取業者が貨物の状態を知れば解消＞ 

②貨物の引取時期がわからないため、ＣＹでコンテナの効率的な蔵置ができず、その結果、コ

ンテナの荷繰に時間を要した。＜→港湾運送業者が引渡時期を知れば解消＞ 

③コンテナ貨物の搬出入が基本的に片道輸送（片道は空）のため、ターミナルに出入りするト

レーラーの台数が増加するとともに、輸送の効率性が低下していった。＜→トラック事業者

が輸出入コンテナの動静情報を知れば解消＞ 

④翌朝一番の配送のため、夕方（ゲートクローズ前）に引き取りが集中した。＜→引取業者が

混雑状況を知り、引き取り時間の調整をすれば解消＞ 

その他、通関手続きの未完了、ターミナルへのＤ／Ｏ差入未完了、シャーシサイズのミス、

ターミナルの間違い等があり、関係者間で情報の共有、確実な伝達を行うことにより、混雑は

解消する可能性があることが分かったともいう。 

そこで、関係４団体（※下記参照）が、情報共有のためのインターネットを活用した輸入貨

物に関するターミナル情報の開示システムと、輸出入貨物の事前予約システムづくりを進めて

いくことで合意し、わずか７ヶ月のシステム開発期間を経て、2000年（平成12年）11月、「博多

港コンテナ貨物ＩＴシステム（Hakata Port Container Cargo IT System＝ＨｉＴＳ）が完成し、

供用を開始した。 
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＜関係４団体＞ 

①福岡市港湾局（博多港港湾管理者。情報としては船会社からの入出港関係情報を把握。） 

②博多港ふ頭㈱（博多港コンテナターミナルの管理を一手に行う第三セクター。情報としては

ヤード内蔵置貨物の情報全般を把握。） 

③博多港コンテナターミナルオペレーター会（博多港のターミナルオペレーター(港運事業者)

の団体。情報としてはインベントリー情報を把握（※海貨を兼ねていれば貨物のステータス

情報(通関情報等)を把握。） 

④九州トラック協会海上コンテナ部会博多港支部（博多港を利用するトラック会社(陸運事業

者)の団体。情報としては貨物の搬出入時期を把握。） 

 

Ⅰー２．導入までの課題 

費用負担等を含めた業界調整が課題であり、なかでも最大の課題は、開発コストの関係４団

体による費用分担とのことである（Ⅰ－４参照）。開発作業については、関係者が共通認識（Ｉ

Ｔ化を推進してゲート混雑を解消し、より利用しやすい博多港へ）を保有していたことから、

協力関係を軸に一気にことが進み、大きな問題は発生しなかったという。また、ＨｉＴＳに先

行してＣＹを管理する情報システム「ＫＡＣＣＳ」が稼動しており、これを核として開発を進

めたことが、短期間の完成に大きく寄与することになったそうである。 

 

Ⅰー３．開発理念 

開発にあたっての理念は、取材をもとに次のように整理した。 

・ドライバーには高齢者も多いため複雑なシステムでは利用されないため、「銀行のＡＴＭ並み

のわかりやすさ」を目指し、誰でも簡単に利用できるシステムであること。 

・いくら良いシステムでも、大きなコストが発生すれば企業からは敬遠され、普及が進まない

ため、ランニングコストが安価であること。 

・ゲート関係の作業の効率化を追求するために、ほかの部分の手間が増えることにならないこ

と。 

 

Ⅰー４．開発主体・開発コスト（導入費用）とその負担 

開発主体は、①福岡市港湾局、②博多港ふ頭㈱、③博多港コンテナターミナルオペレーター

会、④九州トラック協会海上コンテナ部会博多港支部の４団体（Ⅰー１参照）。開発コストは、

博多港ふ頭㈱が約７割、港運事業者（オペレーター会）６社が約３割を負担。 

海上コンテナ部会は、ストックヤードとコンテナターミナル間の専用シャトルヘッドを拠出

し、福岡市港湾局はストックヤードの使用料減額で応分の負担を行ったという。 

開発後の運用および改修は博多港ふ頭㈱が行い、そのための費用は福岡市港湾局と博多港ふ

頭㈱が均等に負担しているそうである。 
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Ⅱ．管理・運営 

Ⅱー１．管理者、運営者 

ともに博多港ふ頭㈱ 

 

Ⅱー２．利用料金 

利用料金の徴収も検討したが、利用者へのサービスに徹すること、また無料にすることで利

用拡大につながり、本システムや博多港の利便性の向上にもつながると考え、無料とした。た

だし、ドライバーが利用する「リライトカード」だけは300円で販売（紛失による再発行は３千

円を徴収）しており、管理の責任を促している。 

ちなみに、国が実験的に進めている「Ｃｏｌｉｎｓ」は、平成24年３月末日までの実証実験

実施期間中は会員料金を無料としているが、それ以降については検討中とのこと（国土交通省

港湾局港湾経済課港湾情報化推進室への電話ヒアリングによる）。 

 

Ⅱー３．導入後のメンテナンスやバージョンアップの推進 

完成後も毎年、福岡市港湾局と博多港ふ頭㈱、港運事業者で課題の検討を続け、新しいアイ

デアがでれば積極的に取り組んでいる。バージョンアップについても、これまで２度行われ、

現在はＶｅｒ.３となっている。また、平成19年には利用者アンケートを実施し、それらのうち

一部の意見はＶｅｒ．３に反映されている。使いやすいシステム、物流の効率化に向けて関係

者の熱意は冷めることなく、ＨｉＴＳのますますの発展が期待される。これまでのバージョン

アップの足跡を振り返ると次のようになる。 

・Ｖｅｒ.１（平成12年11月）＝主な機能は「搬出コンテナの情報照会機能」（H12.11～）と

「搬出入コンテナ貨物の事前予約機能」（H13.3～）であり、まずは貨物情報の提供からスタ

ート。 

・Ｖｅｒ.２（平成15年８月）＝これが最大のバージョンアップ。各種照会系の機能の拡充や、

事前情報入力機能等の展開を図り、ＫＡＣＣＳと連携。 

・Ｖｅｒ.３＝（平成22年５月）＝海外港湾との連携によるトレーサビリティ機能を追加。また

各種機能を強化。 
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Ⅲ．ＨｉＴＳの特徴 

取材を通して把握したＨｉＴＳの特徴をまとめてみた。 

 

Ⅲー１．システム概要 

【主な機能】 

インターネットを通して、博多港内のコンテナの位置情報や、通関などの手続き状況、ゲー

ト待ち時間などを提供。また、物流関係者間（荷主・海貨・陸運・海運業者など）で作業情報

の指示・伝達など、物流の効率化・迅速化に必要な情報をリアルタイムに把握できるサービス

を提供。 

【導入効果】 

①関係事業者間で業務情報を共有でき、顧客サービスや作業の効率性が大幅に向上。 

★問い合わせ対応や情報確認などの業務が大幅に軽減！ 

★迅速な情報把握で顧客サービスが大幅に向上！ 

○ヒューマンエラー（聞違い、言い間違いなどの伝達ミス）によるリスク削減！ 

○電子化により、ペーパーレス化が進展！ 

○コンテナ貨物搬入票への入力の二度手間を省き、データの再入力や入力ミスが軽減！ 

○事業者の自社管理システムとの連携により、事業者の業務効率向上！ 

○貨物のリアルタイム情報が把握でき、作業効率が大幅に向上！ 

★配車効率が向上し、ゲート渋滞が解消！ 

○ゲート待ちの無駄な時間を大幅削減！ 

○渋滞解消により、トラックの回転率が大幅上昇！ 

②貨物セキュリティの向上。 

★完全ＩＤ化で貨物セキュリティが大幅向上！ 

○コンテナＮＯとは別に「作業管理番号」を付加。完全ＩＤ管理によりセキュリティは万

全。 
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【画面紹介と各機能紹介】 

＜トップページ＞ 
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⑤ 
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＜各機能の紹介＞ 

①輸出入コンテナ情報照会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コンテナの様々な情報を電話で問い合わせすることなく、パソコンからリアルタイムで把

握することができる。 

・輸出では基本情報に加えて「空コンテナの引き取り先」「搬出状況」「ターミナルへの搬入

確認等」、輸入では「通関、検査等の進捗状況」「コンテナの搬出可否」等を確認すること

ができる。 

・取得できる情報： 

(1)基本情報＝コンテナサイズ情報、空返却場所など 

(2)本船情報＝船社、船名、仕出港など 

(3)位置情報＝着岸・搬出入時間など 

※海外港湾との貨物追跡機能：広州港（黄埔、南沙）、深セン（赤湾、蛇口）の４つのＣＴ

において、最新のコンテナの位置情報などの確認ができる（データは30分ごとに更新）。

Ｃｏｌｉｎｓでも導入しているが、海外港湾のコンテナ情報を取得できるシステムはＨ

ｉＴＳが世界初だろう。 

＜情報詳細＞ 

①中国側：ＣＹ搬出入予定日時、ＣＹ搬出入日時、揚積完了日時、本船着離岸日時 

②博多港側：本船着岸日時、陸揚げ完了日時、ＣＹ搬入日時、通関等行政手続き情報 
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(4)手続き及びターミナル搬出可否情報＝通関・検疫情報など 

【メリット】 

・貨物のリアルタイム情報を把握できるため、ターミナルや海貨業者、陸運業者、荷主など

関係事業者が作業計画をたてやすい。 

・Ｂ／Ｌ番号またはコンテナナンバーの入力により、誰でもコンテナ情報を見ることができ

るため、複数の関係事業者が同時にコンテナの最新情報を把握することができる（それま

で海貨業者は荷主からの問合せ電話に追われていたが、現在では殆どなくなったという）。 

 

②着離岸情報照会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スケジュールの変化が多い船舶動静をリアルタイムで確認することができる。 

・貨物を積んだ船がいつ、どこのターミナルに着岸するか確認することができる。 

・取得できる情報： 

「運航船社」「航路」「入港日」「着岸時刻」等 

【メリット】 

・船舶の着離岸情報を容易に把握できるため、ターミナルや海貨業者、陸運業者、荷主など

関係事業者が作業計画をたてやすい。 
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③ＣＹ混雑状況・映像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ゲート前映像をリアルタイム（１分毎に更新）で表示することができ、ターミナルの混雑

状況を確認することができる。 

・搬出入に掛かる概ねの時間を計算することができる。 

【メリット】 

・陸運事業者が作業計画をたてやすくなる。 

 

④事前情報入力機能 
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・貨物搬出入時に必要となる情報を事前にインターネットから入力し、ゲート受付時間の短

縮およびセキュリティを強化することができる。 

【メリット】 

・陸運事業者が作業効率を向上させることができる。 

 

⑤輸入ステータス配信機能 

・コンテナ番号あるいはＢＬ番号をあらかじめ登録しておくと、ユーザーが必要とするステ

ータス（コンテナ情報）の変化に併せて、メールで配信する。 

【メリット】 

・これにより事務所に居なくても確実な最新情報を把握することができる。 

・確認漏れの防止につながる。 

 

⑥シャトル予約 

・以前、オフドックヤードを利用していた時代に、オフドックヤードとコンテナターミナル

をシャトル輸送するために構築されたシステムというが、ゲート混雑の解消に伴い利用件

数が大幅に減少したため、現在、オフドックヤードは利用を休止している。ただし、将来

的に、24時間ゲートオープンなどで再利用の可能性があるため、機能としては残している。

オフドックヤードは現在シャーシプールとして利用されている。 

 

＜周辺機能＞ 

○携帯電話からの照会 

外出先や移動先など様々な場所から、リアルタイムに的確な情報収集を行うための携帯サ

イトを提供している。 

○作業管理番号 

コンテナ番号では外部に情報が漏れ、盗難などのリスクが懸念されるため、コンテナごと

に完全なＩＤとなる「作業管理番号」を割り振り、この番号で管理・照会を行い、セキュリ

ティの向上に努めている。 
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Ⅲー２．ＫＡＣＣＳとの違いと連動性、ＨｉＴＳとＫＡＣＣＳとの比較。 

【ＫＡＣＣＳの概要】 

ターミナルシステム。博多港を共同利用する港運事業者６社が、スムーズでストレスのない

ターミナル業務を行うためのオペレーションシステム。博多港にあるすべてのコンテナターミ

ナル（香椎ＣＴ、アイランドシティＣＴ、ターミナル外ＶＰ）の情報がこのシステムで管理さ

れている。 

初代はオフコン時代に遡る。迅速な在庫管理や貨物管理と効率的な荷役作業の両方を満足す

るシステムとして1994年に開発され、その後各種改良が施され、現在は「ＫＡＣＣＳ.２」とし

て運用、その情報の一部は「ＨｉＴＳ」でも活用されている。ＫＡＣＣＳのヤードオペレーシ

ョンは、アイランドシティ側・香椎側、各３人の計６人で行われていた。 

 

具体的な機能と特徴は下記のとおり。 

○作業指示・荷役管理システム（ＹＯ＝Yard Operation） 

・作業指示を適切な荷役機器に自動配分 

・荷役機械の自動配置およびコンテナ位置の自動検知 

・作業のリアルタイム・モニタリング 

・リハンドリングの自動生成 

○ヤード管理・プランニングシステム（ＹＰ＝Yard Planning） 

・ヤード内蔵置状況のリアルタイム・モニタリング 

・ヤードアロケーションの自動作成 

・シフトプランの自動作成 

○本船プランニングシステム（ＶＰ＝Vessel Planning） 

・本船プランニング時の自動重量計算 

・様々な船型（大型船および小型船）への対応 

・無線ハンディ端末対応 

○インテグレーテッドゲート・システム（ＩＧＳ＝Integrated Gate System） 

・事前情報入力及びリライトカードによる受付時間の短縮 

・タッチパネルによる簡単な操作性 

・無線ハンディ端末による現場での事前情報確認及びダメージチェック・入力 

・登録ヘッドのみのコンテナターミナル搬出入によりセキュリティ向上 

 

＜周辺機能＞ 

○リライトカード 

・ドライバーが持参し、ゲートに設置されている機器に挿入すると、コンテナの受け渡し場

所が印字される。それに従いドライバーはヤードへピックアップに向かう。ヤード側では

入退出の管理が容易になるメリットがある。500回の書き替え可能。１枚あたり300円と安
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価に設定することで普及を図る。ただし、紛失した場合の再発行は3,000円。 

○トラック（ヘッド）に５桁コードの表記 

・博多港に出入りするトラック（ヘッド）は必ず明記するルールになっており、トラックの

識別に利用する。５桁コードは名古屋港でも導入している。 

○ハンディターミナルによるコンテナダメージチェック 

・ゲートでのコンテナダメージチェックをハンディターミナルで行うことにより、チェック

時間を短縮。 

 

【ＨｉＴＳとＫＡＣＣＳとの連動性】 

両者の情報は常にやりとりされ同期化されており、両者が連動することで、ＫＡＣＣＳが所

有するコンテナターミナルの各種情報をＨｉＴＳに伝えることができ、コンテナのリアルタイ

ム・モニタリングか可能となっている。これにより、ターミナルを基点としたコンテナ物流が

大幅に改善している。 
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Ⅳ．利用状況 

Ⅳー１．利用者数（アクセス件数）の推移 

引き取りのトレーラー１日あたり1,800台に対し、ＨｉＴＳへのアクセス件数は１日あたり

18,000件に達しており、このシステムの利用率は非常に高いと考えられる。また下図のとおり、

貨物の取扱量に連動した形で利用者は年々増加している。 

図 年間アクセス件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 月間アクセス件数の推移 
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Ⅳー２．利用対象 

博多港のすべての利用者、主に荷主、船社、海貨事業者、陸運事業者が対象。 

 

Ⅳー３．利用条件・制限 

・インターネットが利用できること。 

・博多港を利用するドライバーは、ゲートで利用する「リライトカード」を購入し、携行する

こと。 

・トラック（ヘッド）に、ヘッドＩＤ（５桁を発行）を表記すること。 

※ちなみに、ヘッドＩＤは、さまざまな港が独自に取り決めていると考えられるが、望まし

くは全国共通のヘッドＩＤで統一を図ることであろう。 

 

Ⅳー４．導入前と導入後の違い（メリット・デメリット） 

【メリット】 

・ゲート混雑の解消 

・リードタイムの短縮 

・コスト削減 

・人件費削減（問合せ電話対応要員の削減等） 

・コンテナ位置情報の把握 

・作業工程の軽減 

・情報ミスの減少 

・入力業務の削減 

・ゲート混雑が解消されたためオフドックヤードが不要に。これによるスペースの有効活用 

・ゲート混雑が解消し、トラックの回転率が上がったことによるドレージコストの削減 

・取り扱い貨物量の大幅な増加、等。 

【デメリット】 

・利用にあたって僅かな初期費用が必要（リライトカード(300円)の購入とヘッドＩＤステッカ

ー作製費用） 

 

○博多港ふ頭会社のメリット 

・本システムの利用は無料ではあるが、次のような経営上のメリットが期待されている。 

メリット１：博多港ふ頭㈱は第三セクターであるため、市が対応できない部分をフォローし、

市民生活の向上に資することが命題となっている。渋滞解消やＣＯ２削減、作

業効率の向上など、博多港利用者のみならず周辺住民の生活向上につながって

おり、本システムは充分な効果を発揮しているという。 

メリット２：博多港ふ頭㈱は、港湾荷役機器の賃貸料や使用料金を収受している。本システ

ムの導入により、博多港の混雑が解消され、それにより貨物取扱量が増加した
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のであれば、これらの料金の増加につながり、結果的に収入が拡大しているも

のと考えられる。ただし、具体的な検証は行っていないという。 
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Ⅴ．今後の方向性 ～博多港、日本の港湾全体～ 

最後に港湾ＩＴシステムの望ましい将来の方向性、ＨｉＴＳの今後の展開について伺った。 

 

Ⅴー１．現在のＩＴ化の課題 

・物流のスピードは向上しているが、情報のスピードが追いついていないのが現状だろう。こ

れにより待ち時間や作業計画の不備などの非効率が生じている。システム化と情報の連携に

より、情報が先行する仕組みを作ることが課題であるとの指摘があった。 

・日本全体としては、システムや仕組みなど各港湾単独で動いており、連携不足によるパフォ

ーマンス低下となっている。ヘッドＩＤやシステムをはじめ、統一を図ることが望ましい。 

 

Ⅴー２．ＨｉＴＳの今後の展開 

・機能の追加については、利用者からの更なる改善は特に求められていない。したがって、現

在のシステムで概ね満足しているものと考えられ、今後の改善のポイントは未定という。 

・とはいえ、ヤード内作業にはまだ非効率な部分が残っているので、その部分の更なる改善を

行いたいそうである。 

・物流スピードが上昇している現在では、情報の流れがモノの流れに追いついていない状況に

あり、この部分を改善するために、2010年頃から、海外港湾との連携に力を入れてきたとい

う。現段階では、中国の４港湾（広州港南沙ＣＴ・黄埔ＣＴ、深セン港赤湾ＣＴ・蛇口Ｃ

Ｔ）を対象としているが、今後、上海港や青島港など、博多港との貿易量が多い港を中心に、

さらにシステムの接続港を増やしていきたいそうだ。 

・（前項にもつながるが）ＨｉＴＳは「ＳＣＭの情報の穴を埋める存在」になる決意がみえる。

どんなに自社でＩＴ化を進めている荷主でも、ＣＹや船舶動静などの情報だけは自社で把握

することができず、ＳＣＭの情報の欠落部分となっている可能性が指摘された。ＨｉＴＳで

はこの部分を把握することができるため、荷主等の自社システムと連携し、ＳＣＭの出発か

ら到着までトータルの流れが把握できるシステムとして活用を促していくという。 

・港湾相互の情報の連携が、今後ますます必要になっていくと考えられ、たとえば、ＨｉＴＳ

のようなシステムで九州の港湾で取扱う貨物がすべて把握できるようになると理想的という

指摘があった。他港湾でＨｉＴＳを導入することは、技術的には充分可能だが、導入費用・

費用対効果や、各港の独自の取り組みが、阻害要因になっているという。指摘された課題に

対応するためにも、統一的なＩＴシステムを核とした港湾連携が進むことを期待したい。 

 

 


